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７
月
９
日
、
防
衛
省
は
「
米
軍
の
Ｍ

Ｖ
22
オ
ス
プ
レ
イ
（
垂
直
離
着
陸
輸
送

機
）
が
厚
木
基
地
に
飛
来
す
る
可
能
性

が
あ
る
」
と
大
和
・
綾
瀬
両
市
に
通
告

し
ま
し
た
。
通
告
を
受
け
た
両
市
長
は

直
ち
に
「
市
民
の
負
担
増
加
に
つ
な
が

る
オ
ス
プ
レ
イ
の
飛
来
は
容
認
で
き
な

い
」
と
反
対
の
姿
勢
を
示
し
ま
し
た
。

　
２
年
前
に
沖
縄
の
米
軍
普
天
間
基
地

に
強
行
配
備
さ
れ
た
オ
ス
プ
レ
イ
が
東

日
本
に
飛
来
す
る
の
は
初
め
て
で
あ
り
、

厚
木
爆
同
は
第
四
次
厚
木
爆
音
訴
訟
団

や
県
央
共
闘
、
神
奈
川
平
和
運
動
セ
ン

タ
ー
と
連
帯
し
、
７
月
11
日
に
南
関
東

防
衛
局
、
14
日
に
米
海
軍
厚
木
基
地
を

訪
れ
、「
オ
ス
プ
レ
イ
の
飛
来
中
止
を
求

め
る
抗
議
文
」
を
手
渡
し
、「
住
民
に
新

た
な
不
安
と
爆
音
を
も
た
ら
す
オ
ス
プ

レ
イ
の
飛
来
は
断
じ
て
認
め
ら
れ
な
い
」

と
強
く
訴
え
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
地
元
自
治
体
や
住
民
の
声

を
無
視
し
て
７
月
15
日
午
後
３
時
30
分
、

オ
ス
プ
レ
イ
１
機
が
つ
い
に
厚
木
基
地

に
飛
来
し
ま
し
た
。
爆
同
は
四
次
訴
訟

団
と
共
同
し
て
滑
走
路
の
南
北
に
騒
音

測
定
機
を
設
置
し
、
約
50
人
で
監
視
行

動
を
行
い
ま
し
た
。
基
地
北
側
住
宅
地

上
空
に
、
回
転
翼
を
上
に
向
け
重
低
音

の
爆
音
を
轟
か
せ
オ
ス
プ
レ
イ
が
現
れ

る
と
、「
オ
ス
プ
レ
イ
は
帰
れ
！
」「
新

た
な
爆
音
は
許
さ
な
い
ぞ
！
」「
合
意
違

反
の
飛
行
は
や
め
ろ
！
」
と
一
斉
に
抗

議
の
声
が
沸
き
起
こ
り
ま
し
た
。

　
オ
ス
プ
レ
イ
の
飛
行
は
日
米
合
意
で

「
基
地
外
で
は
回
転
翼
を
真
上
に
向
け
る

垂
直
離
着
陸
モ
ー
ド
は
原
則
禁
止
」
と

さ
れ
て
お
り
、
こ
の
日
の
飛
行
は
明
ら

か
に
日
米
合
意
に
違
反
し
墜
落
事
故
を

起
こ
し
か
ね
な
い
危
険
な
飛
行
で
し
た
。

オ
ス
プ
レ
イ
飛
来
に
対
す
る
反
発
が
強

ま
る
中
、
住
民
の
不
安
を
逆
な
で
す
る

か
の
よ
う
に
８
月
18
日
に
は
４
機
が
厚

木
基
地
に
飛
来
し
ま
し
た
。
米
軍
は
地

元
自
治
体
に
「
東
富
士
・
北
富
士
両
演

習
場
で
の
訓
練
の
た
め
立
ち
寄
る
」
と

通
告
し
て
い
ま
し
た
が
、
実
際
は
23
日

ま
で
の
訓
練
期
間
中
、
オ
ス
プ
レ
イ
は

連
日
連
夜
、
厚
木
基
地
に
駐
機
し
て
い

ま
し
た
。
そ
し
て
東
日
本
で
初
め
て
市

街
地
上
空
で
夜
間
飛
行
を
行
い
ま
し
た
。

さ
ら
に
３
機
は
帰
還
予
定
日
の
23
日
を

過
ぎ
て
も
厚
木
基
地
に
留
ま
り
、
25
日

に
よ
う
や
く
飛
び
去
り
ま
し
た
。

　
再
三
に
わ
た
る
オ
ス
プ
レ
イ
の
厚
木

　
厚
木
基
地
所
属
の
艦
載
機
は
主
に
群

馬
県
上
空
で
訓
練
を
し
て
い
ま
す
。
こ

の
空
域
は
米
軍
の
横
田
管
制
と
航
空
自

衛
隊
の
訓
練
区
域
が
重
な
る
と
こ
ろ
で

す
が
、
本
来
米
軍
が
訓
練
で
き
る
空
域

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
と
い
う
よ
り
、
地

位
協
定
上
必
要
な
取
り
決
め
が
な
い
た

め
、
本
土
上
空
で
米
軍
が
訓
練
で
き
る

空
域
は
存
在
し
な
い
の
で
す
。

　
71
年
に
岩
手
県
雫
石
の
上
空
で
訓
練

中
の
自
衛
隊
機
が
全
日
空
機
に
衝
突
し
、

一
六
二
名
の
犠
牲
者
を
だ
し
ま
し
た
。

そ
れ
以
降
、
自
衛
隊
は
主
に
海
上
で
訓

練
を
す
る
よ
う
に
な
り
、
実
際
、
群
馬

の
訓
練
区
域
を
自
衛
隊
は
使
用
し
て
い

飛
来
は
、「
沖
縄
の
負
担
軽
減
」
を
口
実

と
し
日
本
全
土
で
オ
ス
プ
レ
イ
の
飛
行

訓
練
を
行
う
た
め
、
厚
木
基
地
を
本
土

訓
練
の
拠
点
と
す
る
も
の
で
す
。
私
た

ち
は
オ
ス
プ
レ
イ
の
飛
来
に
慣
ら
さ
れ

ず
、
諦
め
ず
、
抗
議
の
声
を
多
く
の
市

民
に
拡
げ
、粘
り
強
く
闘
い
続
け
ま
し
ょ

う
。

　
厚
木
爆
同
は
テ
レ
ビ
受
信
料
の
全
額
免
除

に
む
け
、
新
た
な
行
動
と
し
て
国
と
基
地
周

辺
自
治
体
へ
の
要
請
行
動
に
取
り
組
む
こ
と

と
し
、
さ
る
７
月
28
日
に
「
厚
木
基
地
周
辺

の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
受
信
料
の
全
額
免
除
及
び
全
額
助

成
を
求
め
る
要
請
」
を
総
務
省
と
防
衛
省
を

訪
ね
て
要
請
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
８
月
26
日
か
ら
29
日
に
か
け
て
「
厚

木
基
地
周
辺
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
受
信
料
の
全
額
免
除

を
国
に
求
め
る
要
請
」
を
厚
木
基
地
周
辺
の

自
治
体
（
大
和
市
、
綾
瀬
市
、
座
間
市
、
海

老
名
市
、
藤
沢
市
、
町
田
市
、
相
模
原
市
（
日

程
調
整
中
））
及
び
神
奈
川
県
に
対
し
て
要

請
を
行
い
ま
し
た
。

　
厚
木
基
地
の
周
辺
住
民
は
、
自
衛
隊
機
や

米
空
母
艦
載
機
に
よ
る
爆
音
で
、
テ
レ
ビ
の

音
が
か
き
消
さ
れ
、
普
通
に
テ
レ
ビ
を
観
る

こ
と
や
聞
く
こ
と
も
出
来
な
い
状
態
が
続

き
、
心
身
と
も
に
多
大
な
ス
ト
レ
ス
を
も
た

ら
し
て
い
る
現
状
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
こ
の
現
状
を
踏
ま
え
、
今
回
取
り
組
ん
だ

「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
受
信
料
の
全
額
免
除
を
求
め
る
要

請
」
は
、
爆
音
が
解
消
さ
れ
る
ま
で
の
間
、

住
宅
防
音
工
事
の
対
象
区
域
と
し
て
い
る
75

Ｗ
以
上
値
の
コ
ン
タ
ー
内
に
住
ん
で
い
る
住

民
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
受
信
料
を
全
額
免
除
す
る
こ
と

を
求
め
て
い
ま
す
。

　
今
回
、
全
額
免
除
の
対
象
区
域
を
75
Ｗ
値

と
し
た
こ
と
は
、
こ
の
間
の
厚
木
基
地
爆
音

訴
訟
の
判
決
に
お
い
て
、
75
Ｗ
値
以
上
に
つ

い
て
は
、「
受
忍
の
限
度
を
超
え
て
い
る
」、

「
違
法
爆
音
で
あ
る
」、「
損
害
賠
償
を
認
め

た
」
な
ど
の
司
法
判
断
が
な
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
根
拠
と
し
た
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
前
述
し
た
総
務
省
と
防
衛
省
へ
の

要
請
に
対
し
て
は
、
総
務
省
企
画
官
と
防
衛

省
施
設
調
査
官
か
ら
「
①
平
成
26
年
度
に
放

送
受
信
事
業
の
助
成
対
象
区
域
を
見
直
す
た

め
の
基
準
等
を
得
ら
れ
る
よ
う
有
識
者
が
検

討
し
て
お
り
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
て
検
討

す
る
。②
で
き
る
限
り
早
期
に
放
送
受
信
事

業
の
助
成
対
象
区
域
を
見
直
す
た
め
の
基
準

等
を
作
成
す
る
よ
う
進
め
て
い
く
。」
と
の

前
向
き
な
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
一
方
、
厚
木
基
地
周
辺
の
自
治
体
か
ら
は
、

「
自
治
体
と
し
て
も
こ
の
間
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
受
信
料

の
免
除
区
域
の
拡
大
や
助
成
の
拡
大
を
求
め

て
き
て
い
る
の
で
、
引
き
続
き
要
請
し
て
い

く
。」
と
の
回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
受
信
料
の
全
額
免
除
を
勝
ち
取
る

た
め
、
会
員
の
皆
様
の
さ
ら
な
る
団
結
で
粘

り
強
く
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

　
大
和
南
２
支
部
は
昨
年
来
、
地
域
担
当
者

に
よ
る
支
部
運
営
が
確
立
さ
れ
ず
、
会
費
の

未
集
金
や
会
報
の
未
配
布
な
ど
、
会
員
の
皆

様
に
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
支
部
の
現
状
を
改
善
す
る
た

め
、
本
部
三
役
と
組
織
部
会
が
中
心
と
な
り

南
２
支
部
会
員
の
皆
様
に
ご
協
力
い
た
だ

き
、
支
部
組
織
の
再
構
築
に
取
り
組
ん
だ
結

日

　時
　
10
月
５
日
（
日
）

　
　
　
　
午
後
２
時
〜
４
時

会

　場
　
大
和
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

内

　容
　
①
基
地
周
辺
住
民
と
集
団
的
自
衛

権
行
使
に
つ
い
て

　
　
　
　
②
Ｎ
Ｈ
Ｋ
受
信
料
問
題
　

講

　師
　
弁
護
士
　
福
田
　
護
　
氏

日

　時
　
10
月
25
日
（
土
）

 

午
前
８
時
〜
午
後
６
時

視
察
地
　
①
米
空
軍
横
田
基
地
、②
横
田
・
基

地
を
な
く
す
会
と
懇
談
、③
航
空
自

衛
隊
入
間
基
地

参
加
費
　
一
人
１
５
０
０
円
（
昼
食
代
他
）

参
加
者
　
40
名
（
支
部
割
り
当
て
）

果
、
神
岡
元
子
さ
ん
（
福
田
在
住
）
が
支
部

長
に
就
任
さ
れ
、
班
体
制
も
確
立
さ
れ
ま
し

た
。
今
後
も
支
部
運
営
を
軌
道
に
の
せ
る
に

は
多
く
の
課
題
が
あ
り
ま
す
が
、
一
歩
ず
つ

支
部
組
織
の
強
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
組
織
部
）

　
会
員
の
声
を
組
織
運
営
に
生
か
す
た
め
、

訪
問
支
部
会
議
を
７
月
11
日
か
ら
８
月
17
日

の
間
、
本
部
か
ら
委
員
長
・
副
委
員
長
・
書

記
長
・
組
織
部
長
が
出
席
し
開
催
し
ま
し
た

（
大
和
南
２
支
部
は
日
程
調
整
中
）。
支
部
で

は
全
て
の
人
が
参
加
で
き
る
よ
う
に
と
、
支

部
全
領
域
か
ら
特
定
の
エ
リ
ア
を
中
心
に
声

を
掛
け
て
会
議
を
開
催
し
た
支
部
も
あ
り
ま

し
た
。
訪
問
支
部
会
議
の
テ
ー
マ
は
特
定
の

課
題
を
設
定
し
な
い
で
、
年
間
の
活
動
報
告

を
行
い
会
員
の
率
直
な
声
を
聴
き
ま
し
た
。

　
出
席
会
員
か
ら
は
「
こ
の
爆
音
を
何
と
か

し
て
欲
し
い
。」「
爆
同
が
力
を
つ
け
て
関
係

機
関
を
動
か
し
静
か
な
空
に
し
よ
う
。」
と

爆
音
解
消
を
訴
え
る
声
が
多
く
出
さ
れ
ま
し

た
。
　
　
　

　
ま
た
活
動
強
化
に
繋
が
る
提
案
と
し
て

「
市
民
に
対
し
て
丁
寧
で
解
り
や
す
い
働
き

か
け
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。」「
会
員
中
心

の
会
報
か
ら
市
民
向
け
に
編
集
し
て
街
頭
で

配
布
し
な
が
ら
街
頭
宣
伝
を
す
る
べ
き
。」

「
い
つ
で
も
爆
同
の
最
新
情
報
に
ア
ク
セ
ス

で
き
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
て
ほ
し

い
。」「
会
報
は
支
部
会
員
の
意
識
レ
ベ
ル
に

あ
っ
た
会
報
に
し
て
ほ
し
い
。」
等
の
意
見

が
続
出
。
こ
う
し
た
訪
問
支
部
会
議
で
出
さ

れ
た
会
員
の
要
望
を
実
現
し
て
組
織
強
化
に

努
め
、
新
た
で
ユ
ニ
ー
ク
な
支
部
活
動
を
展

開
し
ま
し
ょ
う
。

ま
せ
ん
。
こ
の
空
き
家
に
な
っ
た
母
屋

に
土
足
で
入
り
込
ん
で
き
た
の
が
庇
を

借
り
て
い
た
米
軍
で
す
。
こ
こ
で
の
訓

練
に
限
ら
ず
本
土
上
空
で
の
米
軍
の
訓

練
は
違
法
で
す
か
ら
、
政
府
は
こ
れ
ま

で
基
地
間
の
移
動
と
答
弁
し
て
き
た
の

で
す
。

　
と
こ
ろ
が
米
軍
は
オ
ス
プ
レ
イ
配
備

に
伴
い
低
空
飛
行
訓
練
ル
ー
ト
を
明
ら

か
に
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
大
変
な
問
題

で
、
い
わ
ば
犯
行
宣
言
で
す
。
し
か
も

自
衛
隊
の
訓
練
空
域
を
使
う
の
と
違
い
、

民
間
の
資
材
運
搬
ヘ
リ
や
災
害
対
応
ヘ

リ
が
飛
ぶ
一
般
の
山
間
部
で
す
。
政
府

は
訓
練
は
駐
留
に
付
き
物
だ
と
開
き
直

り
ま
し
た
。
そ
し
て
今
、
厚
木
基
地
を

オ
ス
プ
レ
イ
運
用
の
拠
点
と
す
る
動
き

が
強
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
15
年
程
前
、
イ
タ
リ
ア
の
ス
キ
ー
場

で
米
軍
機
が
ゴ
ン
ド
ラ
の
ケ
ー
ブ
ル
を

切
断
し
20
人
が
死
亡
し
ま
し
た
。
怒
っ

た
イ
タ
リ
ア
政
府
が
「
低
空
飛
行
訓
練

は
伊
軍
の
許
可
が
必
要
」
と
し
た
と
こ

ろ
米
軍
は
イ
タ
リ
ア
で
の
訓
練
自
体
を

や
め
て
し
ま
っ
た
そ
う
で
す
。

　
日
本
で
は
自
衛
隊
の
許
可
ど
こ
ろ
か

実
施
計
画
さ
え
公
表
さ
れ
ま
せ
ん
が
、

国
民
に
犠
牲
を
強
い
て
ま
で
行
う
米
軍

の
飛
行
訓
練
と
は
、
一
体
何
を
想
定
し

誰
の
た
め
に
行
わ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ

う
か
。
　

　
　（
爆
同
書
記
次
長
・
小
林
　
正
幸
）

　
広
島
で
開
催
さ
れ
た
原
水
禁
大
会
は

集
団
的
自
衛
権
行
使
容
認
決
定
後
初
め

て
の
大
会
で
あ
っ
た
の
で
そ
の
問
題
が

取
り
上
げ
ら
れ
た
。
そ
の
中
で
注
目
さ

れ
た
の
が
ピ
ー
ス
デ
ポ
の
湯
浅
氏
が
報

告
し
た
北
東
ア
ジ
ア
非
核
兵
器
地
帯
化

を
進
め
る
運
動
で
あ
っ
た
。
政
府
が
集

団
的
自
衛
権
の
と
き
盛
に
流
し
た
の
が

北
朝
鮮
や
中
国
の
脅
威
で
あ
っ
た
が
、

非
核
兵
器
地
帯
構
想
は
日
本
が
今
ま
で

と
は
発
想
を
逆
に
し
て
ア
メ
リ
カ
の
核
の
傘

か
ら
日
本
が
脱
し
て
、
ま
ず
日
本
・
韓
国
・

北
朝
鮮
が
中
心
と
な
っ
て
、
非
核
兵
器
地
帯

を
形
成
し
、
近
隣
核
保
有
国
「
米
・
中
・
ロ
」

に
も
支
持
を
呼
び
掛
け
て
い
く
と
い
う
構
想

で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
核
兵
器
に
よ
ら
ず

に
安
全
保
障
を
確
保
し
て
い
く
と
い
う
も
の

で
あ
る
。
す
で
に
現
実
に
動
き
出
し
て
い
る
。

非
核
地
帯
化
構
想
を
支
持
す
る
自
治
体
首
長

署
名
は
現
在
五
四
三
首
長
（
近
く
で
は
川
崎
、

大
和
、
藤
沢
、
平
塚
、
大
磯
な
ど
）
に
達
し

今
年
四
月
二
八
日
広
島
市
長
、
長
崎
市
長
が

代
表
し
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
国
連
事
務
総
長

に
提
出
し
た
。
こ
れ
が
世
界
の
世
論
と
な
れ

ば
、
厚
木
基
地
も
オ
ス
プ
レ
イ
も
要
ら
な
く

な
る
。
自
由
討
論
で
爆
同
は
厚
木
の
Ｐ
３
Ｃ

や
Ｐ
１
は
集
団
的
自
衛
権
以
前
か
ら
、
米
本

土
防
衛
が
目
的
の
配
備
で
あ
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
報
告
し
た
。 

　
　
　
　
　
　（
爆
同
副
委
員
長
・
平
岡
幸
雄
）

こ
こ
が

気
に
な
る

厚
木
基
地
と
集
団
的
自
衛
権

北
東
ア
ジ
ア
非
核
構
想
で
解
決

2014 in 大和・綾瀬
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◎ピース・コンサートなど
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ピースフェスティバルピースフェスティバル

オ
ス
プ
レ
イ
飛
来
に
高
ま
る
不
安

オ
ス
プ
レ
イ
飛
来
に
高
ま
る
不
安

厚
木
を
訓
練
拠
点
に
さ
せ
な
い
ぞ
！

厚
木
を
訓
練
拠
点
に
さ
せ
な
い
ぞ
！

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

建
設
的
な
意
見
続
出

建
設
的
な
意
見
続
出

大
和
南
2
支
部
再
構
築

１
．
厚
木
爆
同
「
学
習
会
」

許
さ
れ
な
い
飛
行
訓
練

許
さ
れ
な
い
飛
行
訓
練

護
憲
大
会
に
参
加
し
て

護
憲
大
会
に
参
加
し
て

―
訪
問
支
部
会
議
―

神
岡
支
部
長
を
選
出

N
H
K
受
信
料
の
全
額
免
除
に
む
け
、

総
務
省
・
防
衛
省
、基
地
周
辺
自
治
体
に
要
請

N
H
K
受
信
料
の
全
額
免
除
に
む
け
、

総
務
省
・
防
衛
省
、基
地
周
辺
自
治
体
に
要
請

怒
り
の
声

怒
り
の
声

２
．
厚
木
爆
同
「
基
地
視
察
」

（
左
上
）
住
民
の
不
安
を
無
視
し
飛
来
し
た
オ
ス
プ
レ
イ

　
　（左
下
）
オ
ス
プ
レ
イ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　飛
来
に
抗
議
す
る
監
視
団（右上）南関東防衛局前で怒りのシュプレヒコール　（右下）反オスプレイを訴え

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大和市内をデモ行進

活発に討論した大和北１支部

「爆音でテレビの音が聞こえない」と生活妨害の実態を訴え、
受信料全額免除を要請した総務省交渉
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テレビ受信料
全額免除を
勝ちとろう！

　
７
月
９
日
、
防
衛
省
は
「
米
軍
の
Ｍ

Ｖ
22
オ
ス
プ
レ
イ
（
垂
直
離
着
陸
輸
送

機
）
が
厚
木
基
地
に
飛
来
す
る
可
能
性

が
あ
る
」
と
大
和
・
綾
瀬
両
市
に
通
告

し
ま
し
た
。
通
告
を
受
け
た
両
市
長
は

直
ち
に
「
市
民
の
負
担
増
加
に
つ
な
が

る
オ
ス
プ
レ
イ
の
飛
来
は
容
認
で
き
な

い
」
と
反
対
の
姿
勢
を
示
し
ま
し
た
。

　
２
年
前
に
沖
縄
の
米
軍
普
天
間
基
地

に
強
行
配
備
さ
れ
た
オ
ス
プ
レ
イ
が
東

日
本
に
飛
来
す
る
の
は
初
め
て
で
あ
り
、

厚
木
爆
同
は
第
四
次
厚
木
爆
音
訴
訟
団

や
県
央
共
闘
、
神
奈
川
平
和
運
動
セ
ン

タ
ー
と
連
帯
し
、
７
月
11
日
に
南
関
東

防
衛
局
、
14
日
に
米
海
軍
厚
木
基
地
を

訪
れ
、「
オ
ス
プ
レ
イ
の
飛
来
中
止
を
求

め
る
抗
議
文
」
を
手
渡
し
、「
住
民
に
新

た
な
不
安
と
爆
音
を
も
た
ら
す
オ
ス
プ

レ
イ
の
飛
来
は
断
じ
て
認
め
ら
れ
な
い
」

と
強
く
訴
え
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
地
元
自
治
体
や
住
民
の
声

を
無
視
し
て
７
月
15
日
午
後
３
時
30
分
、

オ
ス
プ
レ
イ
１
機
が
つ
い
に
厚
木
基
地

に
飛
来
し
ま
し
た
。
爆
同
は
四
次
訴
訟

団
と
共
同
し
て
滑
走
路
の
南
北
に
騒
音

測
定
機
を
設
置
し
、
約
50
人
で
監
視
行

動
を
行
い
ま
し
た
。
基
地
北
側
住
宅
地

上
空
に
、
回
転
翼
を
上
に
向
け
重
低
音

の
爆
音
を
轟
か
せ
オ
ス
プ
レ
イ
が
現
れ

る
と
、「
オ
ス
プ
レ
イ
は
帰
れ
！
」「
新

た
な
爆
音
は
許
さ
な
い
ぞ
！
」「
合
意
違

反
の
飛
行
は
や
め
ろ
！
」
と
一
斉
に
抗

議
の
声
が
沸
き
起
こ
り
ま
し
た
。

　
オ
ス
プ
レ
イ
の
飛
行
は
日
米
合
意
で

「
基
地
外
で
は
回
転
翼
を
真
上
に
向
け
る

垂
直
離
着
陸
モ
ー
ド
は
原
則
禁
止
」
と

さ
れ
て
お
り
、
こ
の
日
の
飛
行
は
明
ら

か
に
日
米
合
意
に
違
反
し
墜
落
事
故
を

起
こ
し
か
ね
な
い
危
険
な
飛
行
で
し
た
。

オ
ス
プ
レ
イ
飛
来
に
対
す
る
反
発
が
強

ま
る
中
、
住
民
の
不
安
を
逆
な
で
す
る

か
の
よ
う
に
８
月
18
日
に
は
４
機
が
厚

木
基
地
に
飛
来
し
ま
し
た
。
米
軍
は
地

元
自
治
体
に
「
東
富
士
・
北
富
士
両
演

習
場
で
の
訓
練
の
た
め
立
ち
寄
る
」
と

通
告
し
て
い
ま
し
た
が
、
実
際
は
23
日

ま
で
の
訓
練
期
間
中
、
オ
ス
プ
レ
イ
は

連
日
連
夜
、
厚
木
基
地
に
駐
機
し
て
い

ま
し
た
。
そ
し
て
東
日
本
で
初
め
て
市

街
地
上
空
で
夜
間
飛
行
を
行
い
ま
し
た
。

さ
ら
に
３
機
は
帰
還
予
定
日
の
23
日
を

過
ぎ
て
も
厚
木
基
地
に
留
ま
り
、
25
日

に
よ
う
や
く
飛
び
去
り
ま
し
た
。

　
再
三
に
わ
た
る
オ
ス
プ
レ
イ
の
厚
木

　
厚
木
基
地
所
属
の
艦
載
機
は
主
に
群

馬
県
上
空
で
訓
練
を
し
て
い
ま
す
。
こ

の
空
域
は
米
軍
の
横
田
管
制
と
航
空
自

衛
隊
の
訓
練
区
域
が
重
な
る
と
こ
ろ
で

す
が
、
本
来
米
軍
が
訓
練
で
き
る
空
域

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
と
い
う
よ
り
、
地

位
協
定
上
必
要
な
取
り
決
め
が
な
い
た

め
、
本
土
上
空
で
米
軍
が
訓
練
で
き
る

空
域
は
存
在
し
な
い
の
で
す
。

　
71
年
に
岩
手
県
雫
石
の
上
空
で
訓
練

中
の
自
衛
隊
機
が
全
日
空
機
に
衝
突
し
、

一
六
二
名
の
犠
牲
者
を
だ
し
ま
し
た
。

そ
れ
以
降
、
自
衛
隊
は
主
に
海
上
で
訓

練
を
す
る
よ
う
に
な
り
、
実
際
、
群
馬

の
訓
練
区
域
を
自
衛
隊
は
使
用
し
て
い

飛
来
は
、「
沖
縄
の
負
担
軽
減
」
を
口
実

と
し
日
本
全
土
で
オ
ス
プ
レ
イ
の
飛
行

訓
練
を
行
う
た
め
、
厚
木
基
地
を
本
土

訓
練
の
拠
点
と
す
る
も
の
で
す
。
私
た

ち
は
オ
ス
プ
レ
イ
の
飛
来
に
慣
ら
さ
れ

ず
、
諦
め
ず
、
抗
議
の
声
を
多
く
の
市

民
に
拡
げ
、粘
り
強
く
闘
い
続
け
ま
し
ょ

う
。

　
厚
木
爆
同
は
テ
レ
ビ
受
信
料
の
全
額
免
除

に
む
け
、
新
た
な
行
動
と
し
て
国
と
基
地
周

辺
自
治
体
へ
の
要
請
行
動
に
取
り
組
む
こ
と

と
し
、
さ
る
７
月
28
日
に
「
厚
木
基
地
周
辺

の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
受
信
料
の
全
額
免
除
及
び
全
額
助

成
を
求
め
る
要
請
」
を
総
務
省
と
防
衛
省
を

訪
ね
て
要
請
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
８
月
26
日
か
ら
29
日
に
か
け
て
「
厚

木
基
地
周
辺
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
受
信
料
の
全
額
免
除

を
国
に
求
め
る
要
請
」
を
厚
木
基
地
周
辺
の

自
治
体
（
大
和
市
、
綾
瀬
市
、
座
間
市
、
海

老
名
市
、
藤
沢
市
、
町
田
市
、
相
模
原
市
（
日

程
調
整
中
））
及
び
神
奈
川
県
に
対
し
て
要

請
を
行
い
ま
し
た
。

　
厚
木
基
地
の
周
辺
住
民
は
、
自
衛
隊
機
や

米
空
母
艦
載
機
に
よ
る
爆
音
で
、
テ
レ
ビ
の

音
が
か
き
消
さ
れ
、
普
通
に
テ
レ
ビ
を
観
る

こ
と
や
聞
く
こ
と
も
出
来
な
い
状
態
が
続

き
、
心
身
と
も
に
多
大
な
ス
ト
レ
ス
を
も
た

ら
し
て
い
る
現
状
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
こ
の
現
状
を
踏
ま
え
、
今
回
取
り
組
ん
だ

「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
受
信
料
の
全
額
免
除
を
求
め
る
要

請
」
は
、
爆
音
が
解
消
さ
れ
る
ま
で
の
間
、

住
宅
防
音
工
事
の
対
象
区
域
と
し
て
い
る
75

Ｗ
以
上
値
の
コ
ン
タ
ー
内
に
住
ん
で
い
る
住

民
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
受
信
料
を
全
額
免
除
す
る
こ
と

を
求
め
て
い
ま
す
。

　
今
回
、
全
額
免
除
の
対
象
区
域
を
75
Ｗ
値

と
し
た
こ
と
は
、
こ
の
間
の
厚
木
基
地
爆
音

訴
訟
の
判
決
に
お
い
て
、
75
Ｗ
値
以
上
に
つ

い
て
は
、「
受
忍
の
限
度
を
超
え
て
い
る
」、

「
違
法
爆
音
で
あ
る
」、「
損
害
賠
償
を
認
め

た
」
な
ど
の
司
法
判
断
が
な
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
根
拠
と
し
た
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
前
述
し
た
総
務
省
と
防
衛
省
へ
の

要
請
に
対
し
て
は
、
総
務
省
企
画
官
と
防
衛

省
施
設
調
査
官
か
ら
「
①
平
成
26
年
度
に
放

送
受
信
事
業
の
助
成
対
象
区
域
を
見
直
す
た

め
の
基
準
等
を
得
ら
れ
る
よ
う
有
識
者
が
検

討
し
て
お
り
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
て
検
討

す
る
。②
で
き
る
限
り
早
期
に
放
送
受
信
事

業
の
助
成
対
象
区
域
を
見
直
す
た
め
の
基
準

等
を
作
成
す
る
よ
う
進
め
て
い
く
。」
と
の

前
向
き
な
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
一
方
、
厚
木
基
地
周
辺
の
自
治
体
か
ら
は
、

「
自
治
体
と
し
て
も
こ
の
間
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
受
信
料

の
免
除
区
域
の
拡
大
や
助
成
の
拡
大
を
求
め

て
き
て
い
る
の
で
、
引
き
続
き
要
請
し
て
い

く
。」
と
の
回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
受
信
料
の
全
額
免
除
を
勝
ち
取
る

た
め
、
会
員
の
皆
様
の
さ
ら
な
る
団
結
で
粘

り
強
く
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

　
大
和
南
２
支
部
は
昨
年
来
、
地
域
担
当
者

に
よ
る
支
部
運
営
が
確
立
さ
れ
ず
、
会
費
の

未
集
金
や
会
報
の
未
配
布
な
ど
、
会
員
の
皆

様
に
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
支
部
の
現
状
を
改
善
す
る
た

め
、
本
部
三
役
と
組
織
部
会
が
中
心
と
な
り

南
２
支
部
会
員
の
皆
様
に
ご
協
力
い
た
だ

き
、
支
部
組
織
の
再
構
築
に
取
り
組
ん
だ
結

日

　時
　
10
月
５
日
（
日
）

　
　
　
　
午
後
２
時
〜
４
時

会

　場
　
大
和
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

内

　容
　
①
基
地
周
辺
住
民
と
集
団
的
自
衛

権
行
使
に
つ
い
て

　
　
　
　
②
Ｎ
Ｈ
Ｋ
受
信
料
問
題
　

講

　師
　
弁
護
士
　
福
田
　
護
　
氏

日

　時
　
10
月
25
日
（
土
）

 

午
前
８
時
〜
午
後
６
時

視
察
地
　
①
米
空
軍
横
田
基
地
、②
横
田
・
基

地
を
な
く
す
会
と
懇
談
、③
航
空
自

衛
隊
入
間
基
地

参
加
費
　
一
人
１
５
０
０
円
（
昼
食
代
他
）

参
加
者
　
40
名
（
支
部
割
り
当
て
）

果
、
神
岡
元
子
さ
ん
（
福
田
在
住
）
が
支
部

長
に
就
任
さ
れ
、
班
体
制
も
確
立
さ
れ
ま
し

た
。
今
後
も
支
部
運
営
を
軌
道
に
の
せ
る
に

は
多
く
の
課
題
が
あ
り
ま
す
が
、
一
歩
ず
つ

支
部
組
織
の
強
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
組
織
部
）

　
会
員
の
声
を
組
織
運
営
に
生
か
す
た
め
、

訪
問
支
部
会
議
を
７
月
11
日
か
ら
８
月
17
日

の
間
、
本
部
か
ら
委
員
長
・
副
委
員
長
・
書

記
長
・
組
織
部
長
が
出
席
し
開
催
し
ま
し
た

（
大
和
南
２
支
部
は
日
程
調
整
中
）。
支
部
で

は
全
て
の
人
が
参
加
で
き
る
よ
う
に
と
、
支

部
全
領
域
か
ら
特
定
の
エ
リ
ア
を
中
心
に
声

を
掛
け
て
会
議
を
開
催
し
た
支
部
も
あ
り
ま

し
た
。
訪
問
支
部
会
議
の
テ
ー
マ
は
特
定
の

課
題
を
設
定
し
な
い
で
、
年
間
の
活
動
報
告

を
行
い
会
員
の
率
直
な
声
を
聴
き
ま
し
た
。

　
出
席
会
員
か
ら
は
「
こ
の
爆
音
を
何
と
か

し
て
欲
し
い
。」「
爆
同
が
力
を
つ
け
て
関
係

機
関
を
動
か
し
静
か
な
空
に
し
よ
う
。」
と

爆
音
解
消
を
訴
え
る
声
が
多
く
出
さ
れ
ま
し

た
。
　
　
　

　
ま
た
活
動
強
化
に
繋
が
る
提
案
と
し
て

「
市
民
に
対
し
て
丁
寧
で
解
り
や
す
い
働
き

か
け
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。」「
会
員
中
心

の
会
報
か
ら
市
民
向
け
に
編
集
し
て
街
頭
で

配
布
し
な
が
ら
街
頭
宣
伝
を
す
る
べ
き
。」

「
い
つ
で
も
爆
同
の
最
新
情
報
に
ア
ク
セ
ス

で
き
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
て
ほ
し

い
。」「
会
報
は
支
部
会
員
の
意
識
レ
ベ
ル
に

あ
っ
た
会
報
に
し
て
ほ
し
い
。」
等
の
意
見

が
続
出
。
こ
う
し
た
訪
問
支
部
会
議
で
出
さ

れ
た
会
員
の
要
望
を
実
現
し
て
組
織
強
化
に

努
め
、
新
た
で
ユ
ニ
ー
ク
な
支
部
活
動
を
展

開
し
ま
し
ょ
う
。

ま
せ
ん
。
こ
の
空
き
家
に
な
っ
た
母
屋

に
土
足
で
入
り
込
ん
で
き
た
の
が
庇
を

借
り
て
い
た
米
軍
で
す
。
こ
こ
で
の
訓

練
に
限
ら
ず
本
土
上
空
で
の
米
軍
の
訓

練
は
違
法
で
す
か
ら
、
政
府
は
こ
れ
ま

で
基
地
間
の
移
動
と
答
弁
し
て
き
た
の

で
す
。

　
と
こ
ろ
が
米
軍
は
オ
ス
プ
レ
イ
配
備

に
伴
い
低
空
飛
行
訓
練
ル
ー
ト
を
明
ら

か
に
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
大
変
な
問
題

で
、
い
わ
ば
犯
行
宣
言
で
す
。
し
か
も

自
衛
隊
の
訓
練
空
域
を
使
う
の
と
違
い
、

民
間
の
資
材
運
搬
ヘ
リ
や
災
害
対
応
ヘ

リ
が
飛
ぶ
一
般
の
山
間
部
で
す
。
政
府

は
訓
練
は
駐
留
に
付
き
物
だ
と
開
き
直

り
ま
し
た
。
そ
し
て
今
、
厚
木
基
地
を

オ
ス
プ
レ
イ
運
用
の
拠
点
と
す
る
動
き

が
強
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
15
年
程
前
、
イ
タ
リ
ア
の
ス
キ
ー
場

で
米
軍
機
が
ゴ
ン
ド
ラ
の
ケ
ー
ブ
ル
を

切
断
し
20
人
が
死
亡
し
ま
し
た
。
怒
っ

た
イ
タ
リ
ア
政
府
が
「
低
空
飛
行
訓
練

は
伊
軍
の
許
可
が
必
要
」
と
し
た
と
こ

ろ
米
軍
は
イ
タ
リ
ア
で
の
訓
練
自
体
を

や
め
て
し
ま
っ
た
そ
う
で
す
。

　
日
本
で
は
自
衛
隊
の
許
可
ど
こ
ろ
か

実
施
計
画
さ
え
公
表
さ
れ
ま
せ
ん
が
、

国
民
に
犠
牲
を
強
い
て
ま
で
行
う
米
軍

の
飛
行
訓
練
と
は
、
一
体
何
を
想
定
し

誰
の
た
め
に
行
わ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ

う
か
。
　

　
　（
爆
同
書
記
次
長
・
小
林
　
正
幸
）

　
広
島
で
開
催
さ
れ
た
原
水
禁
大
会
は

集
団
的
自
衛
権
行
使
容
認
決
定
後
初
め

て
の
大
会
で
あ
っ
た
の
で
そ
の
問
題
が

取
り
上
げ
ら
れ
た
。
そ
の
中
で
注
目
さ

れ
た
の
が
ピ
ー
ス
デ
ポ
の
湯
浅
氏
が
報

告
し
た
北
東
ア
ジ
ア
非
核
兵
器
地
帯
化

を
進
め
る
運
動
で
あ
っ
た
。
政
府
が
集

団
的
自
衛
権
の
と
き
盛
に
流
し
た
の
が

北
朝
鮮
や
中
国
の
脅
威
で
あ
っ
た
が
、

非
核
兵
器
地
帯
構
想
は
日
本
が
今
ま
で

と
は
発
想
を
逆
に
し
て
ア
メ
リ
カ
の
核
の
傘

か
ら
日
本
が
脱
し
て
、
ま
ず
日
本
・
韓
国
・

北
朝
鮮
が
中
心
と
な
っ
て
、
非
核
兵
器
地
帯

を
形
成
し
、
近
隣
核
保
有
国
「
米
・
中
・
ロ
」

に
も
支
持
を
呼
び
掛
け
て
い
く
と
い
う
構
想

で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
核
兵
器
に
よ
ら
ず

に
安
全
保
障
を
確
保
し
て
い
く
と
い
う
も
の

で
あ
る
。
す
で
に
現
実
に
動
き
出
し
て
い
る
。

非
核
地
帯
化
構
想
を
支
持
す
る
自
治
体
首
長

署
名
は
現
在
五
四
三
首
長
（
近
く
で
は
川
崎
、

大
和
、
藤
沢
、
平
塚
、
大
磯
な
ど
）
に
達
し

今
年
四
月
二
八
日
広
島
市
長
、
長
崎
市
長
が

代
表
し
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
国
連
事
務
総
長

に
提
出
し
た
。
こ
れ
が
世
界
の
世
論
と
な
れ

ば
、
厚
木
基
地
も
オ
ス
プ
レ
イ
も
要
ら
な
く

な
る
。
自
由
討
論
で
爆
同
は
厚
木
の
Ｐ
３
Ｃ

や
Ｐ
１
は
集
団
的
自
衛
権
以
前
か
ら
、
米
本

土
防
衛
が
目
的
の
配
備
で
あ
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
報
告
し
た
。 

　
　
　
　
　
　（
爆
同
副
委
員
長
・
平
岡
幸
雄
）

こ
こ
が

気
に
な
る

厚
木
基
地
と
集
団
的
自
衛
権

北
東
ア
ジ
ア
非
核
構
想
で
解
決
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オ
ス
プ
レ
イ
飛
来
に
高
ま
る
不
安

オ
ス
プ
レ
イ
飛
来
に
高
ま
る
不
安

厚
木
を
訓
練
拠
点
に
さ
せ
な
い
ぞ
！

厚
木
を
訓
練
拠
点
に
さ
せ
な
い
ぞ
！

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

建
設
的
な
意
見
続
出

建
設
的
な
意
見
続
出

大
和
南
2
支
部
再
構
築

１
．
厚
木
爆
同
「
学
習
会
」

許
さ
れ
な
い
飛
行
訓
練

許
さ
れ
な
い
飛
行
訓
練

護
憲
大
会
に
参
加
し
て

護
憲
大
会
に
参
加
し
て

―
訪
問
支
部
会
議
―

神
岡
支
部
長
を
選
出

N
H
K
受
信
料
の
全
額
免
除
に
む
け
、

総
務
省
・
防
衛
省
、基
地
周
辺
自
治
体
に
要
請

N
H
K
受
信
料
の
全
額
免
除
に
む
け
、

総
務
省
・
防
衛
省
、基
地
周
辺
自
治
体
に
要
請

怒
り
の
声

怒
り
の
声

２
．
厚
木
爆
同
「
基
地
視
察
」

（
左
上
）
住
民
の
不
安
を
無
視
し
飛
来
し
た
オ
ス
プ
レ
イ

　
　（左
下
）
オ
ス
プ
レ
イ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　飛
来
に
抗
議
す
る
監
視
団（右上）南関東防衛局前で怒りのシュプレヒコール　（右下）反オスプレイを訴え

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大和市内をデモ行進

活発に討論した大和北１支部

「爆音でテレビの音が聞こえない」と生活妨害の実態を訴え、
受信料全額免除を要請した総務省交渉


